
声名  な［紙主戦警沫病のスクリ1hニンゲ吉武験（きぎ呈t呈く、（）S藍）（ニ㌢1柚≡首肌  

用き＋し路＝を行うべき妊娠時瀾眠牒け戌牒甘  

酢太宰扶学都塵磯沃藩  

費榊㍍康や 許・薫仁勺 F；■招㍍狛乳∴相川和ヤ，冒川上一人，  

出卜＝1雄∴ ナ往汁董 ′一き：9・モー村公一一t 普宥こ 召凱＋杉け湖  

監を∃的還 妊娠糖尿病昭潮岬常潤する摘摂巨卜一川ウシ㌢ソブイ㌻譲  

f呈9声i5年持主（ユI）丸々のスクリwwこングとLて。妊娠24～28掛プーj令妊娠 

に蔑琢欄描裾引閣様なく5相磯彗負荷（G（フ1’招パ十うように射げ＝ 

いる′。今言乙ユうこの〔；（汀の施行時期に夏場して再検討を加えブ 

監カブプ。選 対象は、J焉病院ならびにぎ葦辺の6診療所に来院した紆‰  

】呈～23遅くA露草）313名，軒た娠24～28遅‡くB離）279幸一，妊娠29～利）  

浸責√（淵）69名の垂巨婦でサ〔iC′呈1を言j‾って0，30，60労の血盟グ几ノコ  

ス植と血清インスリン値を測定した亡）監jブ克績30∴軋ぞiO分び）  

由欒グ㍑㍍一山ス低はA群83．姐13．1，i20．6士22．2，ま07．2†2了6サ  

吏う群椙．後トは鼠汀狛＝」軋㌔ 二け，0り窒▲23．4，C群85－8土15．4，  

ほ針針上げブ令1ほ－2土22．0（rng／けL：m骨鋸1土SO）と A呈3若草ぎ言；弓てほ  

紅顔差を認めずヤ C群では30，60分値が孝j」意に高値とな√▼）た。  

インスリン植もA B群閣で有意差なくC群で存意に高値とな  

，た。監結論選妊娠初期と妊娠24～28邁におけるくユ〔ア言「の融糖  

値とインスヨjン偵は大差ほないが；妊娠末期には番場常イ牒  

した（フ GCr！1のより適切な施行時期に関しては∴妊娠初期にお  

ける糖代謝異常の何らかのチぷ．ツクとともに，妊娠末狩∃によ  

り近い時期での施行が望ましいと思われる。  

－324w   


